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を
現
し
た
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中
櫓�
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灰
色
の
瓦
に
白
漆
喰
塗
り
の
美
し
い
白
壁
。

津
山
城
跡
で
復
元
整
備
を
進
め
て
い
た
「
備

中
櫓
」
が
、
11
月
11
日
、
私
た
ち
の
前

に
そ
の
美
し
い
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
午
前
11
時
11
分
に
、
施
工
業
者

が
備
中
櫓
を
覆
っ
て
い
た
南
側
の
青
い
シ

ー
ト
を
取
り
除
く
作
業
に
着
手
。
歴
史
的

瞬
間
を
一
目
見
よ
う
と
現
場
に
来
て
い
た

人
た
ち
が
そ
の
よ
う
す
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
備
中
櫓
は
、
初
代
津
山
藩
主
森
忠
政
の

築
造
に
よ
る
も
の
で
、
津
山
城
の
中
で
は

天
守
閣
に
次
ぐ
代
表
的
な
建
物
。
高
さ
13

メ
ー
ト
ル
、
幅
24
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
８

メ
ー
ト
ル
の
木
造
２
階
建
て
で
、
す
べ
て

の
部
屋
に
畳
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
１
月
に
着
工
し
た
備
中
櫓
は
、

今
年
中
に
残
っ
て
い
る
足
場
や
覆
屋
な
ど

を
撤
去
し
、
来
年
３
月
に
は
内
装
な
ど
す

べ
て
の
工
事
が
終
了
し
、
一
般
公
開
で
き

る
予
定
で
す
。

331-2525

●第41回児童・生徒優秀者書道展覧会�
 １ 月 ７ 日（金）～  ９ 日（日）�

●美作地区高等学校   美術部展  １ 月14日（金）～ 16日（日）�
●第14回日本画「みどり会」展     １ 月20日（木）～ 23日（日）�
●津山城築城400年西東三鬼400句　片岡甲子郎書展�

 １ 月26日（水） ・  27日（木）�
●津山市障害児学級合同作品展「きらきら作品展」�

１ 月29日（土）～ 31日（月）�

とき　１月23日（日）
ところ　ベルフォーレ津山�
上映作品と時間　「夫婦善哉」＝午前10時30分～、「夜
の河」＝午後 0 時50分～、「五番町夕霧楼」＝午後 ２ 時
50分～、「夢千代日記」＝午後 ５ 時25分～（各 １ 回上映）
鑑賞料　500円（全席自由）

◆優秀映画鑑賞会「シネマの森」�

◆「大騒動の小さな家」�
津山城築城400記念事業　市民芸術劇場第71回公演�

第20回記念�

「村熟れる」�
俳　句�

難波瑞夫さん�

　今年は全８部門に112点の応募があり、審査の
結果、次のみなさんの作品が特選に決定しました。
なお、高校生の部では残念ながら特選に該当す
る作品がありませんでした。

◆津山の文学特選受賞者が�
　決定しました�

「晨／塒」�
詩�

日下美千枝さん�

「洪　水」�
短　歌�

岡本よし子さん�
材木町�

高尾�

一宮�

「満　月」�
小説・戯曲・脚本�

田中一江さん�

「ちゅーさまとこんこんさん」�
童　話�

西本經子さん�
南新座�

勝北町�

「わくら葉」�
川　柳�

池田扶美子さん�

「やすらぎの里」�
随　筆�

吉田淑子さん�
二宮�

上河原�

　奇妙な同居生活を始める３歳違いの実の（!?）�
母娘と、その周囲の人々の生活をだらだらと
描く、人情母娘物ＳＦエッセイ的ホームドラマ。
とき　２月11日（祝）午後 6 時30分開演
ところ　津山文化センター
出演　西村雅彦、安達祐実、袴田吉彦、雛形あきこ、
高橋ひとみ、モロ師岡、深沢邦之（ダブルキャスト）、
東貴博（ダブルキャスト）

鑑賞料　一般6,000円、学生3,000円（全席指定）�

※いずれも未就学児の入場不可。無料託児あり（予約要）
入場券販売所　津山文化センター、グリーンヒルズ津山、
ベルフォーレ津山、市内楽器店ほか（学生券はベル
フォーレ津山のみ）

問い合わせ先（財）津山文化振興財団324-0201へ

平成16年（2004）は津山城築城４００年�

し
っ
く
い�

や
ぐ
ら�


